
図5　文字色と背景のコントラスト
真っ黒の文字よりも少し明度を上げたグレーや濃紺は，視認性は保たれるも
のの少しだけ目に優しい印象があります。

図4　コントラストの差を利用したスライド
トピックの区切りにこういったスライドを入れるのも効果的です。トピック
一覧の中で，どこが今扱っている部分なのかがわかりやすくなります。

図3　青色の明度と彩度
彩度が高い青を選ぶとはっきりした元気な印象になり，彩度を落とした青を
選ぶと落ち着いた印象を受けます。また青色の同系色でスライドをまとめる
際は，アクセントカラーを彩度・明度共に高めの青，メインカラーを明度が
低めの青にすると良いでしょう。

図2　メインカラーとアクセントカラー
メインカラーとアクセントカラーを同系色にするとスライドにまとまりが出
ますし，色相が遠いものを使うと強調したいところがよりわかりやすくなり
ます。なお，色の見え方には多様性があるため，多様性に対応した配色も
ぜひ参考にしてください3）。

図1　グラデーション
スライド上部より下部のほうが背景と文字のコントラストがはっきりしてい
るので，スライドを上から下に読んでいくと下部のほうが重要そうな印象に
なることも。

表　フォント
以前はメイリオを使っていたのですが，最近はBIZ UDPゴシックを愛用して
います。私はBIZ UDPゴシックのほうが読みやすい気がしていますが，皆さ
んはどうですか？


